
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
３
０
３
回 

 

行
仙
宿
、
補
給
路
の
拡
幅
工
事
な
ど 

 ◇

実
施
日 

 
７
月
４
日 

(

木)  
 
 

曇
り
時
々
晴 

 
 
 

 

◇

参
加
者 

 
梶
野
照
雄
、
湯
川
一
郎 

 
 
 

２
名 

  

梅
雨
明
け
は
ま
だ
だ
が
好
天
が
続
い
て
い
る
。
お
天
気
が
い
い
う
ち
に
少
し

で
も
補
給
路
の
拡
幅
を
済
ま
せ
よ
う
と
思
い
、
湯
川
君
と
二
人
で
工
事
を
行
っ

た 

 
 

 
 

 

 
 

登
り
だ
す 

 
 
 

 
 

 
 
 

荷
揚
げ
品 

 
 

 
 

 
 

小
石
を
敷
く 

午
前
９
時
過
ぎ
に
登
山
口
に
着
く
。
湯
川
君
は
荷
物
を
モ
ノ
レ
ー
ル
に
積
ん
で

先
に
歩
い
て
登
っ
て
い
た
。
第
２
ベ
ン
チ
で
湯
川
君
に
追
い
つ
い
た
。
大
ハ
ン

マ
ー
を
レ
ー
ル
脇
に
置
い
て
き
た
と
い
う
の
で
旧
終
点
ま
で
取
り
に
戻
っ
た
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
に
着
き
荷
物
を
降
ろ
し
て
作
業
を
始
め
る
。
少
し
下
に
置
い

て
あ
る
く
い
丸
を
取
っ
て
き
て
谷
側
の
斜
面
に
打
ち
込
み
、
半
割
の
丸
太
を
並

べ
て
土
留
に
す
る
。
道
幅
を
約
２
０
㎝
広
げ
た
。
１
０
ｍ
程
の
距
離
を
拡
幅
し
、

モ
ノ
レ
ー
ル
で
小
石
を
取
り
に
行
く
。
入
れ
物
が
少
な
い
の
で
、
伐
採
地
ま
で

２
往
復
し
た
。
お
昼
前
に
な
り
小
屋
に
向
か
う
。 

 
 

 
 

 

運
休
の
お
知
ら
せ
を
外
す 

 
 
 

板
を
切
り
出
す 

 
 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 

昼
食
後
、
ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
運
休
の
お
知
ら
せ
を
外
し
小
屋
、
管
理
棟
を
点
検
す

る
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
出
し
て
２
ｍ
程
の
板
を
４
枚
切
り
出
し
た
。 

戸
締
り
を
確
か
め
、
切
り
出
し
た
板
を
持
っ
て
行
仙
宿
を
離
れ
る
。
モ
ノ
レ
ー

ル
終
点
で
持
っ
て
き
た
板
を
使
い
残
り
を
仕
上
げ
た
。
こ
れ
で
割
り
に
く
い
岩

を
迂
回
す
る
広
さ
が
確
保
で
き
た
。
広
げ
た
部
分
に
小
石
を
敷
く
必
要
が
あ
り
、

バ
ケ
ツ
１
０
杯
以
を
上
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 

１
０
ｍ
程
が
完
成 

 
 

 
 

 

間
伐
材
を
切
る 

 
 

 
 

 

終
点
ま
で
運
ぶ 

使
っ
た
道
具
を
片
付
け
て
下
山
す
る
。
湯
川
君
は
先
に
帰
宅
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

を
モ
ノ
レ
ー
ル
に
積
み
、
レ
ー
ル
沿
い
に
あ
る
放
置
間
伐
材
を
半
割
に
す
る
。



こ
の
間
伐
材
の
利
用
に
つ
い
て
は
山
林
所
有
者
の
了
解
済
み
だ
。 

４
０
分
位
で
２
ｍ
の
丸
太
を
３
本
切
っ
た
。
出
来
上
が
っ
た
６
本
の
半
割
を
モ

ノ
レ
ー
ル
に
積
ん
で
終
点
に
向
か
う
。
終
点
に
半
割
を
降
ろ
し
て
、
次
回
の
工

事
に
備
え
た
。 

下
山
し
て
、
登
山
口
に
あ
っ
た
直
径
１
０
㎝
位
の
丸
太
を
半
割
に
し
て
か
ら
帰

宅
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

記
；
梶
野) 

 

行
動
タ
イ
ム 

補
給
路
登
山
口09

：18

→09:35

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点11

：35

→11

：41

行
仙
宿

12

：50

→
モ
ノ
レ
ー
ル
終
点

13
：25

→
補
給
路
登
山
口

13

：43

→14

：55

モ

ノ
レ
ー
ル
終
点
→
補
給
路
登
山
口15
：30 

   
 

   


